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十
月
八
日
（
土
）、
共
愛
学
園
前

橋
国
際
大
学
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
）
を

会
場
に
、
共
同
求
人
委
員
会
設
営
に

よ
る
「
第
四
回
社
会
連
携
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
を
開
催
。
学
校
側
か
ら
は
県

内
各
地
の
高
校
教
諭
や
大
学
・
短
大

関
係
者
、
高
校
生
・
大
学
生
な
ど
約

四
〇
名
、
企
業
側
か
ら
は
経
営
者
・

幹
部
社
員
な
ど
約
三
〇
名
、
総
勢
約

七
〇
名
が
参
加
し
、「
社
会
に
開
か

れ
た
教
育
課
程
に
つ
い
て
学
ぶ
、
考

え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
率
直
に
意
見
を
交
わ
し
ま

し
た
。
過
去
二
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
だ
っ
た
た
め
、
現
地
に
集
ま
っ
て

の
開
催
は
二
〇
一
九
年
以
来
。

　

第
一
部
・
報
告
会
で
は
、
学
校
側

か
ら
群
馬
県
立
吉
井
高
等
学
校
・
小

林
教
諭
、共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
・

奥
山
教
授
、
新
島
学
園
短
期
大
学
・

岩
田
学
長
の
三
名
が
登
壇
し
、
地
元

中
小
企
業
と
連
携
し
た
授
業
づ
く
り

の
事
例
、
そ
の
意
義
や
成
果
な
ど
を

報
告
。
実
際
に
授
業
を
受
け
た
学
生

の
言
葉
と
し
て
「
よ
り
深
く
、
よ
り

密
に
社
会
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き

た
」「
中
小
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
が
変

わ
っ
た
」「
仕
事
と
真
摯
に
向
き
合

う
社
員
さ
ん
の
姿
に
感
動
し
た
」「
自

分
の
考
え
方
、
生
き
方
を
見
つ
め
直

す
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、企
業
（
同
友
会
）

側
か
ら
は
㈱
石
井
工
機
・
石
井
氏
、

プ
ロ
フ
ァ
設
計
㈱
・
杉
山
氏
が
パ
ネ

ラ
ー
と
し
て
登
壇
し
、

文
部
科
学
省
教
科
調
査

官
・
飯
塚
氏
の
リ
ー
ド

の
も
と
で
「
学
校
と
の

関
わ
り
の
中
で
得
ら
れ

た
も
の
」
が
率
直
に
語

ら
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
・
グ
ル
ー
プ

討
論
で
は
、「
よ
り
良

い
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
、
私
た
ち
は
ど
う
協

働
で
き
る
か
？
」
を

テ
ー
マ
に
意
見
交
換
。

教
育
現
場
に
存
在
す
る

困
り
ご
と
、
地
域
に
根

差
す
中
小
企
業
が
抱
え

る
課
題
、
さ
ら
に
双
方
か
ら
の
歩
み

寄
り
の
提
案
や
協
働
に
向
け
た
具
体

策
な
ど
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
活
発
な
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
協
働

は
〝
雑
談
〟
を
通
し
て
の
互
い
の
関

係
づ
く
り
か
ら
」「
企
業
・
学
校
・

学
生
が
同
じ
空
間
で
話
し
合
え
た
の

は
貴
重
な
宝
物
」「
連
携
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
が
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き

る
よ
う
に
意
識
し
た
い
」「
こ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
継
続
が
、
地
域
社
会

を
よ
り
良
く
し
て
い
く
」
な
ど
の
感

想
や
意
見
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

共
同
求
人
委
員
会
で
は
、
今
後
も

様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
教
育
機
関
と

の
協
力
体
制
を
築
き
、
地
域
社
会
が

連
携
し
て
若
者
を
育
て
る
活
動
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

第４回 社会連携シンポジウム

社会に開かれた教育課程に社会に開かれた教育課程に
� ついて学ぶ、考える� ついて学ぶ、考える
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初
心
に
戻
っ
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

初
心
に
戻
っ
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
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２
０
２
２
伸
び
盛
り
社
員
研
修
会

２
０
２
２
伸
び
盛
り
社
員
研
修
会

　

十
月
十
七
日
（
月
）・
十
八
日
（
火
）

の
二
日
間
、
伊
勢
崎
市
文
化
会
館
を

会
場
に
、
入
社
三
～
五
年
目
の
伸
び

盛
り
な
若
手
社
員
を
対
象
と
し
た

「
二
〇
二
二
伸
び
盛
り
社
員
研
修
会
」

を
開
催
。
受
講
生
・
同
席
者
（
経
営

者
側
）
合
わ
せ
て
約
三
〇
名
が
参
加

し
、
将
来
の
会
社
を
背
負
っ
て
立
つ

で
あ
ろ
う
若
手
社
員
の
役
割
、
主
体

性
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
働

く
こ
と
の
意
義
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

一
日
目
の
テ
ー
マ
は
「
会
社
に
お

け
る
自
分
の
存
在
価
値
を
見
直
そ

う
」。
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
や
研
修
の

目
的
確
認
・
目
標
設
定
に
始
ま
り
、

会
社
へ
の
「
期
待
／
貢
献
シ
ー
ト
」

の
ワ
ー
ク
や「
二
七
〇
度
サ
ー
ベ
イ
」

を
使
っ
た
自
己
分
析
、「
今
後
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
」
の
講
義
、
随
所
に
実
施

し
た
グ
ル
ー
プ
討
論
な
ど
を
通
し

て
、
自
己
成
長
の
ヒ
ン
ト
を
掴
ん
で

い
き
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
テ
ー
マ
は
「
今
後
の
仕

事
へ
の
向
き
合
い
方
を
考
え
よ
う
」。

前
日
の
自
己
分
析
を
踏
ま
え
、「
社

内
で
の
自
分
の
あ
り
方
、
働
き
方
」

「
他
者
と
の
関
わ
り
方
」
を
考
え
る

二
種
類
の
講
義
＆
ワ
ー
ク
、
二
日
間

の
振
り
返
り
を
通
し
て
、
自
立
型
社

員
へ
の
ス
テ
ッ
プ
を
確
実
な
も
の
に

し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
研
修
会

の
最
後
に
は
「
今
後
の
決
意
表
明
」

を
受
講
生
全
員
が
力
強
い
言
葉
で
発

表
し
ま
し
た
。

　

受
講
生
が
記
し
た
研
修
レ
ポ
ー
ト

＆
経
営
者
側
の
感
想
（
抜
粋
）
を
左

記
に
掲
載
し
ま
す
。

［
研
修
生
］

○�

積
極
性
と
自
己
発
信
を
目
標
に
業

務
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

○�

売
り
上
げ
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
主
体
的
に
行
動
し
て
前
向
き
な

思
考
で
取
り
組
み
ま
す
。

○�

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
つ
つ
、
的

確
に
は
っ
き
り
と
指
示
が
出
せ
る

よ
う
に
な
り
た
い
。

○�

強
み
は
伸
ば
し
、
弱
み
は
克
服
し
、

自
分
ら
し
く
楽
し
く
、
仲
間
が
求

め
る
事
を
行
い
、
自
分
の
為
、
仲
間

の
為
、
会
社
の
為
に
成
長
し
ま
す
。

［
経
営
者
］

○�

自
分
の
強
み
・
弱
み
を
客
観
的
に

理
解
し
今
後
の
働
き
方
に
生
か
せ

る
研
修
に
な
っ
た
と
思
う
。

○�
自
分
自
身
を
再
確
認
し
、
周
り
か

ら
の
期
待
を
知
り
、
今
日
か
ら
の

自
分
は
何
に
挑
戦
し
た
ら
良
い
の

か
考
え
、
そ
し
て
今
日
か
ら
行
動

し
て
く
れ
る
こ
と
に
期
待
を
し
て

い
ま
す
。

○�

自
身
の
固
定
観
念
や
価
値
観
を
見

直
す
に
は
、
他
者
か
ら
の
意
見
や

価
値
観
を
受
入
れ
る
こ
と
か
ら
始

ま
る
と
思
う
の
で
、
研
修
会
に
参

加
す
る
企
業
が
増
え
て
欲
し
い
。

結果に繋がるブラン結果に繋がるブラン
ディングと広報戦略ディングと広報戦略

高崎支部９月例会

　

九
月
二
十
日
（
火
）、
ビ
エ
ン
ト

高
崎
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
）
を
会
場
に

「
高
崎
支
部
九
月
例
会
」
を
開
催
。

企
業
の
ト
ー
タ
ル
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

な
ど
を
手
掛
け
る
㈱
Ｓ
ｕ
ｎ
ｓ
ｅ
ｔ

　

ｆ
ｉ
ｌ
ｍ
ｓ
、
代
表
取
締
役
・
井

埜
涼
太
氏
（
高
崎
支
部
）
が
「
結
果

に
繋
が
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
広
報

戦
略
～
飛
躍
的
な
成
長
と
多
角
化
経

営
の
裏
に
隠
さ
れ
た
マ
イ
ン
ド
を
学

ぶ
～
」を
テ
ー
マ
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

井
埜
氏
は
、
看
護
師
の
副
業
と
し

て
映
像
・
動
画
制
作
事
業
を
ス
タ
ー

ト
し
、
現
在
の
ト
ー
タ
ル
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
会
社
へ
と
進
化
さ
せ
て
き

た
経
緯
を
説
明
。
合
わ
せ
て
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
基
本
的
な
考
え
方
や
意

義
な
ど
を
示
し
た
上
で
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
使
っ
て
自

社
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
を
紹
介

し
ま
し
た
。報
告
の
ま
と
め
で
は「
今

後
も
自
分
た
ち
の
掲
げ
た
ブ
ラ
ン
ド

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
軸
に
独
自
の
価
値
を

創
り
出
し
、
顧
客
の
将
来
的
な
利
益

に
繋
げ
て
い
き
た
い
」
と
の
決
意
を

語
り
ま
し
た
。

　

報
告
後
は
「
自
社
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
ど
う
考
え
る
か
？
」
を
テ
ー

マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論
を
実
施
。
参
加

者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
新
し
い
考
え

や
気
づ
き
が
あ
り
、
早
速
、
自
社
の

広
報
活
動
に
取
り
入
れ
た
い
」「
時

代
に
合
わ
せ
た
広
報
戦
略
や
各
種

ツ
ー
ル
の
活
用
の
必
要
性
を
痛
感
し

た
」「
報
告
者
の
生
き
様
、
経
営
姿

勢
に
大
変
刺
激
を
受
け
た
」
な
ど
の

感
想
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。



同 友 ぐ ん ま（3）2022年 11月号 第489号

他
支
部
と
の
交
流
で
新
た
な
視
点
を
発
掘
す
る

他
支
部
と
の
交
流
で
新
た
な
視
点
を
発
掘
す
る

��

東
毛
３
支
部
合
同
例
会

東
毛
３
支
部
合
同
例
会

　

伊
勢
崎
・
桐
生
・
太
田
の
東
毛
三

支
部
で
は
、
九
月
二
十
二
日
（
木
）、

テ
ィ
ア
ラ
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
（
大
塚

氏
／
太
田
支
部
）
を
会
場
に
合
同
例

会
を
開
催
。
支
部
の
垣
根
を
超
え
た

学
び
合
い
を
目
的
に
企
画
さ
れ
た
本

例
会
は
「
他
支
部
と
の
交
流
で
新
た

な
視
点
を
発
掘
す
る
」
と
題
し
、
三

支
部
長
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
や
グ
ル
ー
プ
討
論
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ラ
ー
は
、
税
理
士
事
務
所
ｓ

ｋ
ｙ
、
所
長
・
小
林
潤
氏
（
伊
勢
崎

支
部
長
）、
㈱
ハ
セ
イ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、

専
務
取
締
役
・
周
藤
亮
佑
氏
（
桐
生

支
部
長
）、
㈲
神
保
商
会
、
専
務
取

締
役
・
神
保
豊
氏
（
太
田
支
部
長
）

の
三
名
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
㈱

小
淵
警
備
保
障
、
代
表
取
締
役
・
小

淵
豊
太
郎
氏（
伊
勢
崎
支
部
）が
務
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
の
特
徴
や
支
部
長

を
引
き
受
け
た
経
緯
、
各
社
の
経
営

課
題
な
ど
を
聞
き
出
し
ま
し
た
。

　

支
部
の
特
徴
と
し
て
は「
製
造
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
・
飲
食
業
な
ど
、
会
員

の
業
種
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、
様
々
な

視
点
か
ら
幅
広
い
学
び
が
得
ら
れ
る

／
周
藤
」「
会
員
間
取
引
が
活
発
で

横
の
つ
な
が
り
が
強
い
。
ま
た
、
前

向
き
な
会
員
が
多
い
／
神
保
」「
先

輩
会
員
の
経
営
者
と
し
て
の
あ
り
方

や
立
ち
居
振
る
舞
い
な
ど
が
勉
強
に

な
る
。
懇
親
会
で
は
政
治
経
済
の
話

題
が
尽
き
な
い
／
小
林
」
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
支
部
長
が
感
じ
て
い
る
印

象
を
語
り
ま
し
た
。

　
「
支
部
長
を
受
け
る
デ
メ
リ
ッ
ト

は
？
」
と
の
質
問
に
つ
い
て
は
、
三

名
と
も
「
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
の
時

間
を
取
ら
れ
る
の
は
正
直
痛
い
」
と

い
う
意
見
で
一
致
し
ま
し
た
が
、「
だ

か
ら
こ
そ
効
率
を
意
識
し
た
仕
事
の

進
め
方
や
予
定
の
組
み
方
が
学
べ
て

い
る
」
と
、
前
向
き
な
意
見
を
付
け

加
え
ま
し
た
。

　

小
淵
氏
の
軽
快
か
つ
ユ
ー
モ
ア
を

織
り
交
ぜ
た
進
行
で
繰
り
広
げ
ら
れ

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

真
面
目
な
話
題
の
な
か
に
も
随
所
に

笑
い
が
ち
り
ば
め
ら
れ
、
あ
っ
と
言

う
間
に
時
間
を
迎
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、

三
支
部
の
会
員
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
配

置
し
た
グ
ル
ー
プ
編
成
で
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
新

た
な
視
点
や
経
営
課
題
解
決
の
ヒ
ン

ト
を
模
索
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
他
支

部
と
の
交
流
は
新
鮮
で
、
い
つ
も
以

上
に
例
会
を
楽
し
め
た
」「
各
支
部

の
特
徴
や
会
員
の
同
友
会
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
の
広
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
」「
今
後
も
定
期
的
に
合
同
例
会

を
企
画
し
て
ほ
し
い
」
と
言
っ
た
感

想
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今どきの若者たち、今どきの若者たち、
 その傾向と対策 その傾向と対策

渋川吾妻支部９月例会

　

九
月
二
十
六
日
（
月
）、
渋
川
市

中
央
公
民
館
を
会
場
に
「
渋
川
吾
妻

支
部
九
月
例
会
」
を
開
催
。
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
ぐ
ん
ま
の
運
営
、人
材
採
用
・

定
着
・
育
成
支
援
な
ど
を
行
う
㈱

ワ
ー
ク
エ
ン
ト
リ
ー
、代
表
取
締
役
・

加
藤
尚
氏
（
高
崎
支
部
）
が
「
今
ど

き
の
若
者
た
ち
、
そ
の
傾
向
と
対
策

～
採
用
と
定
着
の
ヒ
ン
ト
！
～
」
と

題
し
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

加
藤
氏
は
、
内
閣
府
に
よ
る
「
子

供
・
若
者
白
書
」
の
各
種
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
示
し
な
が
ら
、「
家
族
・

友
人
と
の
繋
が
り
が
深
い
」「
就
職

に
お
け
る
親
の
影
響
力
の
強
さ
」「
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
よ
り
口
語
表
現
が
苦

手
」「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
充
実
を
強

く
意
識
」
な
ど
、
自
身
が
業
務
を
通

し
て
実
感
し
て
い
る
若
者
の
傾
向
を

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
紹
介
。ま
た
、

ほ
と
ん
ど
の
企
業
が〝
人
材
の
採
用
・

育
成
〟
を
課
題
に
挙
げ
る
に
も
関
わ

ら
ず
「
企
業
側
の
検
証
・
対
策
は
出

来
て
い
な
い
の
が
現
実
」
と
し
、
そ

の
解
決
に
向
け
た
具
体
例
を
提
案
し

ま
し
た
。

　

報
告
後
は
「
自
社
の
人
を
雇
う
と

き
の
考
え
方
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー

プ
討
論
を
実
施
。「
し
っ
か
り
と
採

用
面
接
の
構
成
・
基
準
を
考
え
る
こ

と
が
肝
要
」「
経
営
理
念
へ
の
共
感

度
を
何
よ
り
大
事
に
し
た
い
」「
一

社
一
社
違
う
の
で
、
そ
の
会
社
に

合
っ
た
ス
タ
イ
ル
を
確
立
す
る
こ

と
」
な
ど
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。
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観
光
産
業
の
夜
明
け
は
近
い

観
光
産
業
の
夜
明
け
は
近
い

Ｄ
Ｘ
そ
の
前
に
…

Ｄ
Ｘ
そ
の
前
に
…

人
材
育
成
の
固
定
観
念
を
壊
し
て

人
材
育
成
の
固
定
観
念
を
壊
し
て

  

真
の
共
育
を
実
現
し
よ
う

真
の
共
育
を
実
現
し
よ
う

沼
田
支
部
９
月
例
会

富
岡
安
中
支
部

前
橋
支
部
９
月
例
会

　

沼
田
支
部
で
は
、
九
月
二
十
八
日

（
水
）、
利
根
沼
田
文
化
会
館
を
会
場

に
支
部
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
伊

香
保
に
て
水
沢
う
ど
ん
の
歴
史
を
守

る
「
う
ど
ん
茶
屋
万
葉
亭
」
を
運
営

す
る
㈲
牧
商
事
、
常
務
取
締
役
・
牧

幸
弘
氏
（
同
支
部
所
属
）
が
、「
観

光
産
業
の
夜
明
け
は
近
い
」
と
題
し

て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
が
直
撃
し
た
飲
食
・
観
光
産
業

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

自
己
紹
介
に
続
き
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
世
界
と
日
本
の
経
済
比
較
。

ま
た
、
国
外
渡
航
者
の
推
移
を
時
系

列
で
紹
介
し
、
今
後
の
予
想
さ
れ
る

流
れ
も
合
わ
せ
て
分
析
し
解
説
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
今
後
の
観
光
業
が

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
べ
き
「
Ｚ
世
代
・

ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
」
に
加
え
て
、
旅

を
し
な
が
ら
働
く
「
デ
ジ
タ
ル
ノ
マ

ド
」
と
言
わ
れ
る
働
き
方
な
ど
、
コ

ロ
ナ
以
前
と
は
違
う
視
野
を
広
げ
た

新
た
な
観
光
産
業
の
必
要
性
を
訴
え

ま
し
た
。

　

前
橋
支
部
で
は
、
九
月
二
十
一
日

（
水
）、
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
グ
レ
イ
ス
前

橋
（
萩
原
隆
史
氏
）
を
会
場
に
、
同

友
会
の
各
社
員
研
修
会
で
メ
イ
ン
講

師
を
務
め
る
Ｎ
ʼs�　

Ｐ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
、
代
表
・
高
屋
敷
奈
央
氏

（
同
支
部
所
属
）
が
講
師
を
務
め
「
人

材
育
成
の
固
定
観
念
を
壊
し
て
真
の

共
育
を
実
現
し
よ
う
」
と
題
し
て
講

義
と
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

高
屋
敷
氏
は
、
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
Ｚ
世

代
・
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
・
デ
ジ
タ
ル

ノ
マ
ド
な
ど
、
今
後
目
を
向
け
な
け

れ
ば
い
け
な
い
対
象
に
気
付
け
た
」

「
情
報
を
集
め
、
分
析
し
、
必
要
な

対
策
を
考
え
る
事
が
大
切
」
と
い
っ

た
感
想
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ン
グ
の
考
え
方
が
同
友
会
の〝
共
育
〟

と
共
通
す
る
部
分
が
多
い
こ
と
を
紹

介
し
た
う
え
で
講
義
を
進
め
ま
し

た
。
ワ
ー
ク
で
は
、
二
人
一
組
で
ペ

ア
に
な
り
「
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
／
コ
ー

チ
ン
グ
／
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
の
違
い
を

参
加
者
が
体
験
す
る
こ
と
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
教
え
方
に
適
し
た
対
象
者
や

タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
体
験

型
の
学
び
は
楽
し
い
う
え
に
吸
収
力

が
違
う
」「
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
、
コ
ー
チ

ン
グ
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
そ
れ
ぞ
れ
の
使

い
分
け
の
重
要
さ
を
学
ん
だ
」「
ま
ず

安
全
な
場
の
提
供
が
必
要
」
と
い
っ

た
感
想
が
記
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

富
岡
安
中
支
部
で
は
、
九
月

二
十
九
日
（
木
）、富
岡
公
民
館
（
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
併
設
）
を
会
場
に
支
部
例
会

を
開
催
。
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
シ
ス
テ
ム
作

成
、
Ｐ
Ｃ
導
入
保
守
、
Ｉ
Ｔ
業
務
委

託
な
ど
を
行
う
、
ヒ
ロ
キ
Ｉ
Ｔ
サ

ポ
ー
ト
・
代
表
、
廣
木
克
之
氏
（
同

支
部
所
属
）
が
「
Ｄ
Ｘ
、
そ
の
前
に

…
～
今
、
Ｉ
Ｔ
屋
が
伝
え
た
い
こ
と

～
」
と
題
し
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

廣
木
氏
は
、Ｄ
Ｘ
を「
Ｉ
Ｔ
を
使
っ

て
変
化
を
起
こ
し
、
売
上
や
利
益
を

伸
ば
す
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
」
と

解
説
し
、
言
葉
全
体
の
印
象
か
ら
難

し
く
捉
え
て
一
歩
が
踏
み
出
せ
な
い

中
小
企
業
が
多
い
こ
と
を
紹
介
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
①
ア
ナ
ロ
グ
デ
ー
タ

を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
「
デ
ジ
タ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
」、
②
業
務
を
デ
ー
タ

で
連
携
さ
せ
る
「
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
」、
③
新
し
い
価

値
で
事
業
変
革
を
目
指
す

「
Ｄ
Ｘ
」、
三
つ
の
ス
テ
ッ

プ
で
段
階
的
に
取
り
組
む

方
法
を
提
案
し
解
説
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
「
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
な
け

れ
ば
未
来
は
な
い
。
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取

り
組
み
た
い
」「
Ｄ
Ｘ
の

先
に
ど
ん
な
未
来
が
あ
る

の
か
見
て
み
た
い
」「
苦

手
意
識
を
持
っ
て
い
た

が
、
自
社
で
や
り
や
す
い

と
こ
ろ
か
ら
と
い
う
言
葉

で
や
っ
て
み
よ
う
と
思
え

た
」
と
い
っ
た
感
想
が
綴

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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〒378－0002  群馬県沼田市横塚町 896－2
TEL．0278－20－1110　FAX．0278－22－2102

URL http://kk-sanei .net/

軽量鉄骨システム建築 プレハブハウス

株式会社三栄工業

用途に合わせ自由設計、コスト削減（事務所、店舗、倉庫、他）

プレハブパネル工法は規格部材を工場生産  経済性に優れ、短工期

同友会のホームページで
会員検索できます。

同友会のホームページで
会員検索できます。

【11校合同で学園祭】
� 中央カレッジグループ
　中央カレッジグループ（代表理事長・中島利朗氏／前橋支部
所属）の専門学校など11校による合同学園祭が23日、高崎市の
ビエント高崎で開かれた。学生の専門性を生かしたヘアーメイク
ショー、学習成果の展示、ｅスポーツ大会などに多くの人が訪れ
た。
　同グループの創立80周年を記念して初めて企画。ICT（情報通
信技術）、デザイン、農業を学ぶ他、歯科衛生士、柔道整復師な
ど専門職を目指す学生が28ブースを設置した。
� ［９／ 24付上毛］

【絵、習字を縮小加工　フォトフレームに】
� ㈱シェリー
　プラスチック製品製造の㈱シェリー（代表取締役社長・清塚徹
氏／渋川吾妻支部所属）は、子どもが夏休みに制作した絵や習
字などを小サイズにして飾るフォトフレームの販売を始めた。ス
マートフォンなどで撮影した作品のデータを同社がカードサイズ
（8.6㌢×5.8㌢）に加工する。カードには光沢があり、作品を引き
立てるような仕上がりになる。
　同社は「思い出を形に残し、いつまでも家族で眺めて家族の絆
を強めることができる。作品を飾ることで子どもたちは自信と幸
福感が持てる」としている。
� ［９／ 24付上毛］

【ランドセルカバー】
� 加栄レース㈱
　カーテンや服地製造などを手掛ける加栄レース㈱（代表取締役・
佐藤真人氏／桐生支部所属）はランドセルカバーを発売した。はっ
水性能付きで雨や傷、汚れを防ぐ。ランドセルカバーを手掛ける
のは同社にとって初めてで、落ち着いた色のデザインを採用し、
高級ランドセルを選ぶ層のニーズを狙う。
　商品名は「PETITPSYCHE（プチプシュケ）ランドセルカバー」。
水着の素材を使っており、はっ水性や伸縮性に優れている。収納
ポケットが伸びるので、体育着や上履きなどの荷物をしまうこと
ができる。
� ［９／ 29付日経］

【アレルギー、防災、住の展示会】
� ㈲秀水園
　アレルギーと防災、住環境をテーマにした展示会「みんなの
EXPO�2022」（日本環境保健機構主催）が29日、渋川市伊香保町
のいかほ秀水園（㈲秀水園、取締役社長・高尾由希子氏／渋川
吾妻支部所属）で開かれた。今年で８回目のイベントで例年は都
内を会場としているが、初の地方開催となった。全国から約40の
企業と団体が出展。業界関係者によるセミナーなども開かれた。
　昨年度に「ミニEXPO」と称した縮小版を同旅館で開いたこと
から、今回の開催につながった。同旅館の高尾社長は「旅館は災
害時には福祉避難所にもなり、今回のようにＢtoＢ（企業間取引）
での経済効果を生むイベントの場ともなる」と手応えを語った。
� ［９／ 30付上毛］

【技術を生かした多機能グリル】
� ㈲山崎製作所
　新型コロナウイルス感染拡大に伴い、密を避けられるレジャー
として人気が高まったバーベキュー。グリルなどの道具にこだわ
る人が増える中、精密板金の㈲山崎製作所（代表取締役・山崎
将臣氏／高崎支部所属）は、加工技術を生かしてアウトドア用品
事業に参入した。安全性や手入れのしやすさを追求した多機能グ
リル「Brahma（ブラフマー）」を11月に発売する。
　11月19、20両日に高崎市問屋町のビエント高崎で開かれる「た
かさき産業祭」で先行販売する。数量限定で３万３千円（イベン
ト特価）。
� ［10 ／２付上毛］

【三井物産系と提携】
� 利根郡信用金庫
　利根郡信用金庫（理事長・坂井隆氏／沼田支部所属）は、三
井物産の子会社で二酸化炭素（CO2）排出量の可視化支援を手掛
けるe-dash（イーダッシュ・東京）と業務提携した。イーダッシュ
を取引先企業に紹介し、脱炭素化に向けた取り組みを支援する。
　同サービスでは、CO2排出量の削減方法の提案や報告書の作成
支援も行う。同信金は提携の狙いについて「企業のSDGs（持続
可能な開発目標）への注目度は高まっており、脱炭素化へ向けた
課題解決のサポートを強化するため」としている。
� ［10 ／４付日経］

【自慢の食をPR】
� 茂木食品工業㈱
� ㈲高崎クエイル
　地方銀行49行の取引先が出展する食品商談会「地方銀行フー
ドセレクション」が12日、東京・有明の東京ビッグサイトで始まっ
た。
　群馬銀行の取引先は、クラフトビールやギョーザ、和菓子や漬
物などさまざまな食を紹介。茂木食品工業㈱（代表取締役・茂木
進氏／富岡安中支部所属）はこんにゃくと大豆で作ったヘルシー
なハンバーグ、㈲高崎クエイル（代表取締役・串田幹雄氏／高崎
支部所属）は、栄養価を高めたウズラの卵など、自慢の逸品をア
ピールする。
　商談会はスーパーやコンビニ、商社などの食品担当バイヤーと
の商談の場を提供し、取引先の販路拡大を後押しすることが狙い。
地方銀行でつくる実行委員会が毎年開いており、今回は17回目。
� ［10 ／ 13付上毛］

【事業承継や創業支援ファンド】
� しののめ信用金庫
　しののめ信用金庫（理事長・横山慶一氏／富岡安中支部所属）
は18日、成長企業への投資などを手がける信金キャピタル（東京）
と地元企業を支える共同ファンド「しののめ未来創造ファンド」
を設立した。事業承継・創業・成長の支援を目的に、地域経済活
性化につなげる。信金キャピタルが各地の信用金庫とファンドを
設立するのは全国６例目、関東甲信越では初めて。
　ファンド総額は３億円。投資を通じ、中小企業や小規模事業者
に継続的で深度のある支援を提供する。存続期間は10年間。事業
承継、創業に取り組む会社のほか、新たな業種や成長分野などの
有力な担い手となることが見込まれる会社を投資対象とする。
� ［10 ／ 19付上毛］

【事業所移転】
　エアムーブ住宅㈱、代表取締役・深川修氏（前橋支部所属）は、
この度、下記のとおり事業所を移転しました。
〒371-0847　前橋市大友町3-8-7　東伝ビル１Ｆ

【事業所移転】
　㈱Philosophy�Arts、代表取締役・猪瀬慶久氏（高崎支部所属）
は、この度、下記のとおり事業所を移転しました。
〒370-0018　高崎市新保町16　NAGAIテナント１階Ａ号室

【事業所移転】
　㈱GCS、代表取締役・大友利一氏（桐生支部所属）は、この度、
下記のとおり事業所を移転しました。
〒376-0011　桐生市相生町3-326-9-A

【会員登録変更】
　日本ハイコム㈱、取締役部長・高橋進也氏（前橋支部所属）は、
この度、「代表取締役・佐藤康明氏」に会員登録を変更しました。

【組織＆登録住所変更】
　㈱ぐんたね沼田営業部、取締役副社長・安藤尚武氏（沼田支
部所属）は、この度、下記のとおり組織＆登録住所を変更しました。
㈱ぐんたね沼田店
〒378-0005　沼田市久屋原町15-34



同 友 ぐ ん ま 2022年 11月号（6）第489号

アルミ精密部品の切削加工メーカー

株式会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で
お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com

優れた環境適応性。
より高精細で美しい仕上がり

「水なし印刷」システム

ムダな廃棄物を出さない。
必要な時に必要な部数を

オンデマンド印刷

「水なし印刷」は、湿し水を使用せず有
害な廃液を0にし、その結果CO2を削
減します。環境への負荷が格段に少な
い印刷システムです。

オンデマンド印刷は、「必要な時、必要
なだけ」の印刷でムダがなく、環境面
で優れています。また、印刷コストを抑
え、納期も短縮できます。

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

群馬県環境GS認定事業所

私たちは、環境にも、お客様にもやさしい企業を目指します。

〒370-0015  高崎市島野町890-25

TEL 027（352）7445（代）
FAX 027（352）2953（営業）

E-mail eigyo@jp-t.co.jp
URL http://www.jp-t.co.jp/

上武印刷株式会社

新会員
ご紹介 会員名簿追加録（順不同・敬称略）

企業名･役職･氏名･生年･所在地･電話･FAX･業務内容･趣味･紹介者

10 月度常任理事会承認

太
田
支
部

〒373-0015　太田市東新町209-2

　この度入会いたしました貫井と申します。諸
先輩方から学び、良い会社を目指していきたい
と思います。これからよろしくお願いいたしま
す。

ＴＥＬ：0276−55−2007
ＦＡＸ：0276−55−2008

金属加工、溶接

【紹介者／岩崎　真】
バイク

貫井鉄工

代　表
貫　井　克　哉

S54年生

日
時　

十
月
四
日
（
火
）

※�

今
回
も
同
友
会
事
務
所
と
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
田
村
、
町
田
、
戸

塚
、
杉
﨑
、
阿
久
戸
、
理
事
／
本
多
、

小
林
、
榎
原
、
佐
藤
、
渡
辺
、
小
池
、

佐
藤
、
小
林
、
周
藤
、
金
子
、
佐
藤
、

齋
藤
、岡
田
、布
施
、阿
久
戸
、橋
田
、

村
岡
、
中
西
、
関
口
、
浅
井
、
小
板

橋
、
事
務
局
／
阿
久
澤
、
竹
内
（
役

員
計
二
十
六
名
）

【
議　

事
】

　

金
子
沼
田
支
部
長
が
議
長
を
つ
と

め
、
町
田
代
表
理
事
挨
拶
の
も
と
、

第
六
回
理
事
会
開
会
。

Ⅰ
．
報
告
連
絡
事
項

１
．
各
支
部
・
部
会
・
委
員
会
等
の

案
内
報
告

　

各
組
織
担
当
者
よ
り
、
今
後
の
計

画
や
活
動
報
告
、
依
頼
事
項
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

２
．
そ
の
他

①
共
同
求
人
・
社
員
教
育
合
同
委
員

会
の
参
加
報
告
が
杉
崎
副
代
表
理
事

よ
り
あ
り
ま
し
た
。

②
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
代

表
者
会
議
の
参
加
報
告
が
町

田
代
表
理
事
よ
り
あ
り
ま
し

た
。

②
第
五
〇
回
青
年
経
営
者
全

国
交
流
会
（
兵
庫
）
の
参
加

報
告
が
周
藤
桐
生
支
部
長
よ

り
あ
り
ま
し
た
。

Ⅱ
．
審
議
・
承
認
事
項

１
．
経
営
研
究
集
会
の
役
割

分
担
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に
つ

い
て

　

榎
原
実
行
委
員
長
よ
り
、

二
〇
二
二
経
営
研
究
集
会
の

役
割
分
担
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
等

に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
こ

れ
を
承
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
再
度

の
参
加
協
力
依
頼
と
各
支
部
へ
の
グ

ル
ー
プ
長
候
補
選
出
依
頼
が
あ
り
ま

し
た
。

２
．
新
年
度
の
理
事
選
考
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
推
薦
依
頼
に
つ
い
て

　

新
年
度
の
理
事
選
考
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
各
組

織
へ
理
事
候
補
者
の
推
薦
依
頼
が
あ

り
ま
し
た
。

３
．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
入
会
者
一

名
、
退
会
者
二
名
を
承
認
。
会
員
数

は
五
三
三
名
と
な
り
ま
し
た
。

Ⅲ
．
意
見
交
換
・
そ
の
他

１
．
意
見
交
換

　

町
田
代
表
理
事
の
問
題
提
起
を
も

と
に
「
半
期
を
終
え
て
、
重
点
方
針

の
進
捗
確
認
と
今
後
の
活
動
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論
を

行
い
ま
し
た
。

２
．
第
七
回
理
事
会
の
開
催
確
認

　

次
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り
開
催

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
議
長
選
出

は
渋
川
吾
妻
支
部
に
依
頼
し
ま
し

た
。

　

■
日
時
／
十
一
月
一
日
（
火
）

　

■
会
場
／
同
友
会
事
務
所

　
　
　
　
　

＋
ウ
ェ
ブ
（
併
用
）

第６回


